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本市が整備を計画している『食の拠点』について、本
市を取り巻く観光動向などを交えてお伝えします。
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今回は「ヘクソカズラ」をご紹介

▲『街なか美術館 表彰式』（10 月 8 日）
西都商工会議所主催の『街なか美術館』。その表彰式がコミュニティプラ
ザ PAO で行われました。市内の名所などを描いた児童の作品を店先に飾
る同イベントは、今月 18 日まで中心市街地の商店街で開催されています。



03　November 2015 広報さいと 広報さいと November 2015　02

Concept

!!!
地
域
間
競
争
を

　
　
　
　勝
ち
抜
く
拠
点

食
と
観
光
の
拠
点

『
創
る
』『
繋
げ
る
』

　
　『
発
信
す
る
』
拠
点

　本
県
は
、
東
九
州
自
動
車
道
の

整
備
や
航
空
路
線
の
増
便
な
ど
に

よ
り
交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
向

上
し
て
お
り
「
交
流
新
時
代
」
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　各
自
治
体
で
は
、
こ
の
機
会
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
地
域
間
競
争
を
勝
ち

抜
く
拠
点
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　食
の
情
報
発
信
、
農
畜
産
物
の

販
路
拡
大
、
地
産
地
消
の
推
進
な

ど
、
食
に
関
連
す
る
機
能
の
ほ
か
、

本
市
の
豊
か
な
観
光
資
源
を
市
外

や
県
外
に
向
け
て
発
信
し
、
来
訪

者
へ
案
内
す
る
観
光
交
流
拠
点
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

　『
食
の
拠
点
』
で
は
、
地
域
の

資
源
を
活
か
し
て
魅
力
あ
る
新
た

な
商
品
や
、
人
材
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
産
業
や
人
々
、

地
域
資
源
を
つ
な
ぎ
、
本
市
の
魅

力
や
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
拠
点

と
し
て
整
備
し
ま
す
。

観光動向の変化
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東九州自動車道西都 IC 利用台数の増加
　　　　　　　　　　（各５月の１カ月間）

　宮
崎
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
本
県
の
観
光
入

込
客
数
は
平
成

　年
度
が
前
年
度

比
で
９
・
２
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
う
ち
県
外
客
も

　・
５
％
増

加
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
東
九
州
自
動
車
道
の
整

備
や
宮
崎
空
港
へ
の
路
線
拡
大
、

宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
利
便
性
の

向
上
に
よ
り
、
観
光
入
込
客
数
は

ま
す
ま
す
増
加
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　今
年
３
月
、
宮
崎
空
港
の
国
際

線
が
３
路
線
と
な
り
、
台
湾
路
線

も
２
便
か
ら
３
便
に
増
便
さ
れ
ま

し
た
。
地
方
空
港
で
韓
国
、

台
湾
、
香
港
と
ア
ジ
ア
へ
の

航
路
が
充
実
し
て
い
る
空
港

は
少
な
く
、
本
県
へ
の
外
国

人
旅
行
者
の
増
加
が
期
待

で
き
ま
す
。

増
加
す
る
県
内
観
光
客

外
国
人
観
光
客
の
増
加

宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

　
　
　神
戸
ー
宮
崎
間
就
航

　宮
崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
神
戸
航

路
が
就
航
し
て

　月
で
１
年
を
迎

え
ま
し
た
。
大
阪
航
路
で
あ
っ
た

昨
年

　月
と
比
べ
、
旅
客
数
が
年

間
で

　％
増
加
、
乗
用
車
数
が
年

間
で
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
県
内
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
で
更
な

る
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。 　図

に
示
す
と
お
り
、
東
九
州
自

動
車
道
宮
崎
〜
大
分
間
が
開
通
し

た
こ
と
で
、
西
都
Ｉ
Ｃ
の
利
用
台

数
が
平
成

　年
で
は
大
き
く
増
加

し
て
い
ま
す
。
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　　　この年は高速料金
無料化の社会実験期間中

東
九
州
自
動
車
道
西
都
Ｉ
Ｃ

　
　
　
　利
用
台
数
の
増
加

公
益
財
団
法
人
高
速
道
路
調
査
会
発
行

　
　
　
　
　
　「高
速
道
路
と
自
動
車
」
よ
り

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元
で
生
産
さ
れ

た
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
活
用
し
た
料

理
を
提
供
し
ま
す
。
産
地
で
し
か
味
わ

え
な
い
採
れ
た
て
で
新
鮮
な
農
産
物
の

本
来
の
『
美
味
し
さ
』
を
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
本
市
の
観
光
地
や
伝
統
芸
能
、
農
産

物
を
収
穫
す
る
風
景
な
ど
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
写
真
や
映
像
を
展
示
し
、
観
光
客

や
ド
ラ
イ
バ
ー
が
疲
れ
を
癒
や
し
、
く

つ
ろ
げ
る
憩
い
の
場
所
を
整
備
し
ま
す
。

　
直
売
所
エ
リ
ア
で
は
マ
ン
ゴ
ー
や
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ピ
ー
マ
ン
や
カ
ラ
ー

ピ
ー
マ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ

ラ
な
ど
、
本
市
を
代
表
す
る
野
菜
や
果

物
、
西
都
牛
や
地
鶏
な
ど
の
畜
産
物
、

柚
子
の
加
工
品
や
焼
酎
な
ど
を
販
売
し

ま
す
。

　
食
の
拠
点
の
敷
地
を
、
西
都
原
の
花

の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
た
植
栽
で
彩
り
、

観
光
客
を
引
き
込
み
西
都
原
な
ど
の
観

光
地
に
誘
導
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
情

報
の
提
供
や
市
内
店
舗
の
商
品
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
観
光
客
を
市
内
全
域
に
誘
導
し

ま
す
。

Re
sta

ura
ntレストラン

Inf
orm

ati
on観光情報

St
or
e直 売 所

Fre
esp

aceくつろぎ空間

西
都
産
食
材
の
充
実

人
々
が
集
う
空
間
づ
く
り

観
光
客
を
誘
導

魅
力
あ
る
商
品
の
充
実

こんな施設を目指します 写真はイ
メージで

す

食の拠点
特 集

※ 

イ
ラ
ス
ト
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　　

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る
本

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
安
全
・
安
心
で

品
質
の
高
い
農
畜
産
物
を
数
多
く
生

産
し
都
市
部
を
中
心
に
出
荷
し
て
き

ま
し
た
。

　

『
食
創
生
都
市
』
を
目
指
し
て
い

る
本
市
で
は
、
今
後
、
農
畜
産
物
を

加
工
品
や
料
理
と
併
せ
て
新
た
な
地

域
資
源
と
位
置
付
け
、
観
光
資
源
と

一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
西
都
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
本
市
全
体
の
活
性
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
東
九
州
自
動
車
道
西
都

Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
伴
い
、
県
中
央
部
に

お
け
る
交
通
の
要
所
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
情
報
発
信
力
が
高
く
、

観
光
客
を
効
率
的
に
市
内
へ
誘
導
で

き
『
市
の
玄
関
口
』
と
も
言
え
る
西

都
Ｉ
Ｃ
近
く
に
、
食
と
観
光
の
情
報

を
発
信
す
る
『
食
の
拠
点
』
施
設
を

整
備
し
ま
す
。

■　担当課　　　農政課　43-0382



　
『
西
都
市
県
立
高
等
学
校
活
性

化
研
究
協
議
会
』（
以
下
「
協
議

会
」）（
会
長：橋
田
市
長
）
は
『
妻

高
校
、
西
都
商
業
高
校
の
統
合
を

求
め
る
要
望
書
』
を
県
な
ど
に
提

出
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
両
高
校
の
現
状
や
今

後
の
入
学
者
の
予
測
、
提
出
し
た

要
望
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

「
西
都
市
県
立
高
等
学
校

　
　
活
性
化
研
究
協
議
会
」
と
は

　

妻
高
校
、
西
都
商
業
高
校
の
魅

力
や
活
力
を
高
め
る
方
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
、
教
育
委
員
、
県
・

市
議
会
議
員
、
両
校
の
校
長
お
よ

び
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
卒
業
生
（
両
校

Ｏ
Ｂ
会
の
聖
陵
会
・
一
ツ
瀬
会
）、

ま
た
市
内
小
中
学
校
の
校
長
お
よ

び
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
組
織
で
す
。

　

平
成
19
年
度
、『
魅
力
あ
る
高

等
学
校
を
考
え
る
会
』
と
し
て
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
降
、
名

称
を
変
更
し
な
が
ら
、
県
へ
の
新

学
科
創
設
の
要
望
や
高
校
Ｐ
Ｒ
広

報
紙
の
作
成
、『
さ
い
と
未
来
塾
』

の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

■
市
内
県
立
高
校
の
状
況
と

　
　
入
学
者
数
の
予
測
に
つ
い
て

　
市
内
県
立
高
校
の
現
状
は
、
妻

高
校
は
１
学
年
４
ク
ラ
ス
（
普
通

科
３
ク
ラ
ス
・
福
祉
科
１
ク
ラ

ス
）、
西
都
商
業
高
校
は
１
学
年

３
ク
ラ
ス
（
商
業
科
１
ク
ラ
ス
・

経
営
情
報
科
２
ク
ラ
ス
）
で
す
。

　

両
校
の
直
近
３
年
間
に
お
け
る

入
学
者
の
状
況
は
表
１
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
今
後
の
入

学
者
数
に
つ
い
て
、
表
２
の
と
お

り
推
移
し
て
い
く
と
予
測
し
て
い

ま
す
。特
に
平
成
31
年
度
以
降
は
、

大
幅
に
入
学
者
が
減
少
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
両
校
へ
の
入
学
者
が

減
少
し
て
い
く
と
、
２
校
で
計
７

ク
ラ
ス
と
い
う
現
状
の
維
持
も
難

し
く
、
将
来
的
に
は
さ
ら
な
る
ク

ラ
ス
数
の
削
減
な
ど
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

　

協
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

や
予
測
、
そ
し
て
『
宮
崎
県
立

高
等
学
校
教
育
整
備
計
画
』（
右

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
策
定
を
受
け
、

『
西
都
市
内
県
立
高
校
の
あ
り
方

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
本
年

７
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
『
市
内
県
立
高
校
の

統
合
を
含
め
た
学
校
体
制
の
在
り

方
』
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
市
内
中
学

生
と
小
中
学
生
保
護
者
を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。

　
■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

　
　
　
　
　
結
果
を
踏
ま
え
協
議

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
統
合

に
賛
成
（
な
る
べ
く
早
く
統
合
・

数
年
先
に
統
合
）
が
49
％
と
な

り
、『
統
合
し
な
い
方
が
良
い
』

の
20
％
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た

（
左
記
参
照
）。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
協
議
会

で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、『
本
市

の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
り

地
元
の
高
校
に
進
学
し
た
く
な
る

よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
に
は
、

両
校
を
統
合
す
べ
き
』
と
の
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

■
両
校
の
統
合
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
要
望
書
に
つ
い
て

　

そ
こ
で
、９
月
28
日
に
県
知
事
、

県
議
会
議
長
、
県
教
育
委
員
会
に

対
し
、『
妻
高
校
、
西
都
商
業
高

校
の
統
合
を
求
め
る
要
望
書
』
を

提
出
し
ま
し
た
。

■
要
望
書
の
内
容

①
７
学
級
以
上
の
ク
ラ
ス
を
設
置

　

す
る
こ
と

②
現
有
学
科
以
外
に
生
徒
の
進
学

　

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
専
門
学
科
・

　

コ
ー
ス
の
設
置
を
す
る
こ
と

③
き
め
細
か
な
教
育
・
指
導
が
行

　

わ
れ
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

④
統
合
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

　

は
、
今
後
、
地
元
と
十
分
に
協

　

議
を
行
い
な
が
ら
進
め
る
こ
と

■
高
等
学
校
の
統
合
に
関
す
る

　
　
　
　
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　

県
教
育
委
員
会
で
は
今
回
の
要

望
を
受
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
市
内
県
立
高

等
学
校
２
校
の
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
方
針
な
ど
が
示
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
引
き
続
き
、
協
議
会

に
お
い
て
必
要
と
な
る
対
策
な
ど

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
は
随
時
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。
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なるべく早く統合

数年先に統合統合しない方が良い

わからない 25％

24％20％

31％

妻高校と西都商業高校の統合について、どのように考えますか？

西都市内県立高校のあり方に関する
アンケート集計結果

■統合について

なるべく早く統合

数年先に統合統合しない方が良い

わからない 25％

24％20％

31％

※抜粋

統合に賛成
49％

【回収率】 79.1%　　 【質問数】 ９問（自由意見を含む）

0 100 200 300 400 500 600

選択科目の設置に
期待ができる
切磋琢磨できる
　　　環境が整う
考え方など
　　思考が広がる
やむを得ない
部活動が
　　　活性化する
集団行動が
　　　活性化する

その他

■統合の理由

（人）

『統合した方がよい』と回答した理由は何ですか？（２つまで回答可）

学力が向上する

0 50 100 150 200 250 300 350

看護系

外国語系
理数系

工業系
調理系

体育系
農業系

音楽系

美術系

その他

■学科などのニーズ

（人）

妻高校および西都商業高校にある現在の学科以外で、どのような学科
または専門コースがあるとよいと思いますか？（１つのみ回答）

160

200

240

280

320

42414039383736353433323130292827262524232221

（人）

5クラス

6クラス

7クラス

8クラス

（年度）平成

現在の定員数ライン

入学者数 入学者数（予測）
【表２】市内県立高校（２校）入学者数の推移および予測

　

県
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た

『
宮
崎
県
立
高
等
学
校
教
育
整
備

計
画
』
に
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
34
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
通

じ
て
目
指
す
本
県
高
等
学
校
教
育

の
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
基
本
方
針
内
に
『
１
学
年

4
学
級
以
下
の
高
校
に
つ
い
て

は
、
大
幅
に
定
員
を
満
た
さ
な
い

状
況
が
続
く
な
ど
、
さ
ら
に
1
学

級
の
削
減
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
統

廃
合
等
を
検
討
し
ま
す
』
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
実
施
計

画
で
あ
る
『
中
期
実
施
計
画
』
に

『
妻
高
校
及
び
３
学
級
規
模
の
西

都
商
業
高
校
に
つ
い
て
は
、
同
一

市
内
に
2
校
が
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
定
員
の
充
足
状

況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
統
廃
合

等
の
適
否
も
含
め
て
、
今
後
の
学

校
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
』
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

宮
崎
県
立
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
教
育
整
備
計
画

平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度年度

学校別

妻

西
都
商
業

普通科

福祉科

計
うち
市内入学者

商業科

経営情報科

計

160

定員 入学者 増減定員 入学者 増減定員 入学者 増減

120

40

160

120

40

0

0

0

160

120

40

163

123

40

3

3

0

160

120

40

161

121

40

1

1

0

120

40

80

102

27

75

△18

△13

△5

62人 39人 53人

89人 103人 104人

120

40

80

85

31

54

△35

△9

△26

120

40

80

104

25

79

△16

△15

△1

【表１】市内県立高校入学者の状況

※（　）内の数字は、市内の中学校卒業者のうち、２校に進学した生徒の割合です。

うち
市内入学者

（人）

151人（50.8％） 142人（46.4％） 157人（49.7％）市内入学者合計

妻
高
校
、
西
都
商
業
高
校
の
統
合
を
求
め
る
要
望
書
を
県
に
提
出

市内に高校を存続させ、活性化させるために■問い合わせ　総合政策課　32-1011
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今
後
の
取
り
組
み

　

現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
、
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

の
分
析
や
成
果
と
課
題
の
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
課
題
解

決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
考

え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、今
後
も『
学

力
向
上
』
を
重
点
課
題
の
一
つ
と

し
て
と
ら
え
、
学
校
と
十
分
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
学
力
向
上
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
２
年
前
か

ら『
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
３
か
条
』

と
し
て
『
あ
い
さ
つ
・
返
事
・
整

理
整
頓
』
の
励
行
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。『
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

３
か
条
』
は
、
学
力
向
上
の
基
盤

で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な

要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
未
来
の
西
都
を
担
う

子
ど
も
が
育
つ
よ
う
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
・
行
政
が
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
平
成
27
年
１

月
に
『
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の

適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す

る
手
引
き
』
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
手
引
き
に
基
づ
く
と
、
市
内

の
ほ
と
ん
ど
の
学
校
は
、
統
廃
合

の
検
討
に
入
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒

数
の
減
少
や
各
方
面
か
ら
の
意
見

を
伺
い
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見

据
え
、
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
望
ま
し
い
学

校
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
中
に
は
、
学
校

再
編
計
画
を
作
成
、
公
表
し
て
い

く
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

土
曜
授
業
と
は
、
代
わ
り
の
休

日
を
設
け
ず
に
、
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
活
用
し
て
、
児
童
生
徒
が

教
育
課
程
内
の
学
校
教
育
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。
県
内
で
試
行
し

て
い
る
延
岡
市
の
例
を
見
て
み
る

と
、
全
12
回
（
１
回
３
時
間
）
の

土
曜
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
目
的
は
、
平
日
に
36
時
間
の
余

裕
を
作
り
、
子
ど
も
と
教
諭
が
向

き
合
う
時
間
や
教
職
員
の
研
修
に

利
用
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り

夏
休
み
を
短
縮
す
る
な
ど
休
業
日

を
変
更
す
る
こ
と
で
、
授
業
時
数

の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。
時
間
割

や
学
校
運
営
な
ど
に
40
時
間
以
上

の
余
裕
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
や
教
職

員
の
研
修
会
の
時
間
な
ど
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
土
曜
授
業
に
つ
い
て

は
、
他
の
市
町
村
の
成
果
や
課
題

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
、
本
市
と
し
て
導
入
が

必
要
か
ど
う
か
研
究
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

小　　　　学　　　　校

中　　　　学　　　　校

◎昨年度と比較すると、Ａ・

　Ｂ問題ともに、全国との

　差を縮めている。

◎特にＢ問題は、全国との

　差を大きく縮めている。

▲Ａ・Ｂ問題ともに、全国平

　均を下回っている。

◎昨年度と比較すると、Ｂ問

　題は全国との差を縮めて

　いる。

▲Ａ・Ｂ問題ともに、全国平

　均を下回っている。

◎前回と比較すると、全国

　との差を若干縮めている。

▲全国平均を若干下回って

　いる。

国　語 数　学 理　科

学力調査の結果

◎昨年度と比較すると、Ａ問

　題は、全国との差を若干

　縮めている。

▲Ａ・Ｂ問題ともに、全国平

　均を下回っている。

▲Ｂ問題は、Ａ問題よりも課

　題が見られる。

▲Ａ・Ｂ問題ともに、全国平

　均を下回っている。

▲Ｂ問題は、Ａ問題よりも課

　題が見られる。

◎前回と比較すると、全国

　との差を縮めている。

▲全国平均を若干下回って

　いる。

国　語 算　数 理　科

※）◎…成果、▲…課題

学習状況に関する調査の結果

【主に家庭に関する内容】
　◎計画的な学習
　◎家庭での授業の復習
　◎地域の行事への参加

【学校の指導に関する内容】
　◎学習方法（学習のめあてや
　　まとめをノートに書くなど）
　　に関する指導

　　　　　　　　　　　  ･･･など

全国と比較し、小・中学校
　　　　　ともに良好な項目例

～児童生徒・学校質問紙より～

昨年度と比較し、
　　　　改善が見られた項目例

昨年度と比較し、
　　　特に改善が必要な項目例

【小学校】
　◎国語の勉強への関心
　◎話し合いなどの活動で自分の
　　考えを深めたり、広げたりす
　　る活動
　◎授業における実物投影機など
　　のＩＣＴの活用
【中学校】
　◎地域や社会で起こっている問
　　題や出来事への関心
　◎授業内容を振り返る活動
　◎国語の勉強への関心
　　　　　　　　　　　 ･･･など

【小学校】
　▲自ら課題を立てて情報を集め
　　整理し、調べたことを発表す
　　るなどの学習活動

【中学校】
　▲友達の前で自分の考えや意見
　　を発表すること

平成 27年度

全国学力・学習状況調査の
　　結果と今後の取り組みについて

◆対象……小学校６年生、中学校３年生

◆内容……国語Ａ・Ｂ、算数（数学）Ａ・Ｂ、

　　　　　理科、児童生徒・学校質問紙

学力調査の内容

　※Ａ…主として「知識」に関する問題
　※Ｂ…主として「活用」に関する問題
　※理科は、平成 24年度以来の調査

　今年４月 21日に実施された平成 27年度
全国学力・学習状況調査の結果をお知らせし
ます。
　また、今年度の『市長と語る西都づくり懇
談会』において質問が寄せられた『学校再編』
と『土曜授業』について、ご説明します。

学
校
再
編
に

　
　
　
　つ
い
て

土
曜
授
業
に

　
　
　
　つ
い
て



市
政
レ
ポ
ー
ト

市 政レポート
市政の動きや情報をお伝えします

さ
い
と
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と
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

福祉事務所　43-0376

09　November 2015 広報さいと 広報さいと NOvember 2015　08

■
『
客
貨
混
載
バ
ス
』
運
行
開
始

　

宮
崎
交
通
と
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、

本
市
と
西
米
良
村
間
を
走
る
路
線

バ
ス
を
利
用
し
て
『
宅
急
便
』
を

運
ぶ
『
客
貨
混
載
バ
ス
』
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
『
客
貨
混
載
バ
ス
』
は
、
荷
台

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
宮
崎
交
通
の

専
用
バ
ス
で
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
宅

急
便
を
運
ぶ
も
の
で
す
。
過
疎
化

が
進
む
中
山
間
地
の
バ
ス
路
線
維

持
や
物
流
の
効
率
化
な
ど
を
目
的

に
行
わ
れ
、
県
内
で
は
初
、
全
国

で
も
２
例
目
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
す
。

　

西
都
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
達
す

る
荷
物
を
バ
ス
に
載
せ
、
本
市
の

東
米
良
診
療
所
お

よ
び
西
米
良
村
・

村
所
の
バ
ス
停
で

同
運
輸
の
地
域
担

当
ド
ラ
イ
バ
ー
に

引
き
渡
し
ま
す
。

ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー

が
集
め
た
荷
物
を

両
バ
ス
停
で
バ
ス

に
積
み
込
み
、
西

都
バ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
で
運
び
ま
す
。

　

専
用
バ
ス
は
車
内
の
座
席
を
外

し
て
荷
台
が
設
け
ら
れ
、
車
体
に

は
『
ヒ
ト
・
も
の
ハ
コ
ぶ
エ
コ
ロ

ジ
ー
バ
ス
』
の
文
字
や
両
市
村
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。

■
県
庁
で
連
携
調
印
式

　

９
月
24
日
、
両
社
の
社
長
と
県
、

本
市
、
西
米
良
村
の
首
長
が
出
席

し
、
県
庁
で
連
携
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

■
西
都
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式

　

10
月
１
日
に
は
、
担
当
者
な
ど

が
出
席
し
、
西
都
バ
ス
セ
ン
タ
ー

で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
同
バ
ス
の

運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

妻
地
区
の
右

松
村
自
治
公
民

館
に
エ
ア
コ
ン

や
テ
レ
ビ
、
給

湯
器
な
ど
の
備

品
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
を
活
用
し
て

行
っ
た
も
の
。
同
事
業
は
、
地
域

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
や
施
設
の
整
備
な
ど

に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

山
角
橋
付
近
の
一
ツ
瀬
川
堤
防

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基

地
が
地
域
で
の
奉
仕
活
動
に
取
り

組
も
う
と
、
市
に
呼
び
掛
け
実
施

さ
れ
た
も
の
で
今
回
で
３
回
目
。

　

９
月
26
日
、
同
基
地
隊
員
や
市

職
員
、
県
土
木
事
務
所
職
員
、
市

民
ボ
ラ
ン
ィ
ア
な
ど
約
３
０
０
人

が
参
加
。
隊
員
が
草
刈
り
機
で
堤

防
の
土
手
の
草
を
払
い
、
市
職
員

や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
は
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
は
、
市
食
生
活
改

善
推
進
員
の
作
っ
た
料
理
が
参
加

者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
平
成
23
年
１
月
１
日

に
平
和
市
長
会
議
へ
加
盟
し
、
そ

の
理
念
で
あ
る
『
核
兵
器
廃
絶
を

実
現
し
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て

い
く
』
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
被
爆
70
周
年
と
い
う

節
目
の
年
に
あ
た
り
、
平
和
の
実

現
を
願
う
輪
を
広
げ
る
た
め
、
市

で
は
『
平
和
の
折
り
鶴
事
業
』
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
か
ら
８
月
10
日
に
か

け
、市
民
の
皆
さ
ま
に
『
折
り
鶴
』

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
１
万
羽

の
『
折
り
鶴
』
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
『
折
り
鶴
』
は
２
つ
の

千
羽
鶴
に
し

て
、
10
月
中

旬
、
広
島
平

和
記
念
公
園

に
献
納
し
ま

し
た
。

　

ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
も
し
か
し
て
」

　
　
あ
な
た
が
救
う
　
小
さ
な
手

　

児
童
虐
待
を
発
見
し
た
人
に
は

誰
で
も
通
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
る
」「
自
身
が
出
産
や

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
」「
子
育

て
に
悩
ん
で
い
る
親
が
い
る
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
児
童
相
談

所
（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）
や
市

の
窓
口
へ
連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど

も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

■相談
市福祉事務所家庭児童相談室
　　　　　　　℡　43-1111　（内線 2709）
市児童館　　　　　　　　　　℡　43-6117
市地域子育て支援センター　　℡　43-1049
市健康管理課　健康推進係　　℡　43-1146

児童相談所
　　全国共通ダイヤル　

■通報
宮崎県中央児童相談所　
　℡　0985-26-1551
市福祉事務所　
　℡　43-0376

その他の通報・相談先

子どもたちのＳＯＳの声を
いちはやくキャッチするため、
覚えやすい３桁の番号になりました。

１８９（いちはやく） オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は

子
ど
も
虐
待
を
防
止
す
る

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
日
本
公
衆
電
話
会

　

日
本
公
衆
電
話
会
か
ら
社
会
の

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
『
こ
ど

も
手
帳
』
１
２
０
０
部
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
会
が

社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
実

施
し
た
も
の
。
10

月
１
日
、
同
会
・

宮
崎
分
会
の
田
中

征
男
理
事
が
教
育

長
室
を
訪
問
し
、

贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
宮
崎
日
日
新
聞
・
販
売
所

　

宮
崎
日
日
新
聞
の
市
内
販
売
所

か
ら
絵
本
『
お
ば
あ
さ
ん
の
し
ん

ぶ
ん
』
９
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
同
販
売
所
が
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
活
用
し
て
も
ら

お
う
と
実
施
し
た

も
の
。
同
日
、
西

都
北
部
販
売
所
の

図
師
照
八
所
長
が

教
育
長
室
を
訪
問

し
、
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
で
宅
急
便
を
運
ぶ
『
客
貨
混
載
バ
ス
』
が
運
行
開
始総合政策課　32-1011

宝
く
じ
助
成
金
で
公
民
館
備
品
を
整
備

社会教育課　43-3479

自
衛
隊
員
な
ど
と
一
ツ
瀬
川
堤
防
の
清
掃
作
業

危機管理課　43-0380

平
和
の
『
折
り
鶴
』
を
広
島
平
和
記
念
公
園
に
献
納

総務課　行政係　43-1112

児童虐待とは

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト

心理的虐待

殴る、蹴る、投げ落とす、
激しく揺さぶる、溺れさせる、
やけどをおわせる、　など
子どもへの性的行為、
ポルノグラフィの被写体にする、
性的行為を見せる　など
家に閉じ込める、食事を与えない、
ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院に連れて行かない　など

言葉による脅し、無視、きょうだい間での
差別的扱い、子どもの目の前で家族に対し
て暴力をふるう（ＤＶ）　など

絵
本
な
ど
の
寄
贈
を
受
け
、
贈
呈
式
を
実
施

教育政策課　43-3106
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共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り

　
　
園
児
ら
も
協
力
を
呼
び
か
け
る

赤い羽根共同募金
　　　　　オープニンセレモニー
10 月１日、あいそめ広場で『赤い羽根共
同募金運動オープニングセレモニー』が
行われました。この運動は同日から全国
一斉に開始。セレモニーでは市共同募金
委員会長のあいさつや厚生労働大臣の
メッセージの朗読、子どもの家保育園鼓
笛隊によるアトラクションなどが行われ
ました。セレモニー終了後は同園の園児
も参加し、街頭募金活動が行われました。

西
都
に
縁
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
能
「
桜
川
」
も
上
演

市文化連盟 創立 50 年記念
　　　　第 33 回　芸能発表大会
10 月４日、市民会館で『芸能発表会』が
市文化連盟の主催で行われました。今年
は同連盟創立 50 年を迎える記念の大会。
ゲストとして観世流延岡同好会林謡会の
皆さんが能「桜川」などを披露しました。
その後、出演者は大正琴や舞踊、太極拳、
民謡など多彩な演目を発表。日頃の練習
の成果をステージで披露し、観客からは
大きな拍手が送られました。

秋
空
の
下
で
ジ
ャ
ズ
イ
ベ
ン
ト

　
上
質
な
音
楽
と
西
都
の
食
を
満
喫

西都 DE JAZZ FES VOL.2

９月 19 日、神楽酒造西都工場敷地内『ア
グリの丘』で『西都 DE JAZZ FES』が開
催されました。これは都於郡地域づくり
協議会や関係者などでつくる実行委員会
が「西都市民提案型まちづくり事業補助
金」を活用して実施したもの。ダンス団
体や市内外のジャズバンドなどが出演し、
来場者は会場で販売された料理を食べな
がら、上質な音楽を楽しみました。

戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
を
思
い

平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る

市戦没者追悼式

10 月３日、市民会館で『市戦没者追悼式』
が行われました。これは、平和の尊さを
後世に伝えようと市戦没者追悼奉賛会が
毎年主催しているもの。式では、市長や
市戦没者遺族連合会会長らが追悼の辞を
述べた後、出席者が一人ずつ献花を行い
ました。記念講演の後、穂北中学校の生
徒がハンドベルを演奏。清らかな音色に、
参加者は平和への思いを新たにしました。

魚釣り・魚のつかみ捕り大会
９月 22 日、杉安川仲島公園プールで『魚釣り・魚のつか
み捕り大会』が開催されました。これは、子どもたちに
川の環境や川魚への関心を持ってもらうために一ツ瀬川
漁協（田中寛組合長）が実施したもので、家族連れら約
150 人が参加。この日参加者らは、流水プールの一部を
せき止めてニジマス 600 匹を放流した釣り堀で釣りをし
た後、アユ２千匹のつかみ捕りで魚に親しみました。

平郡十五夜踊
９月 26 日、三納の平郡公民館前で『平郡十五夜踊』が披
露されました。市の指定無形民俗文化財であるこの踊り
は、江戸時代、小林地方で伝えられていたものを村人が
踊り手を招いて地区に広めたと言われています。この日
は、地区の住民や関係者が見守る中、鉦

かね

や三味線の音に
あわせ、踊り手が太鼓をたたきながら優雅な踊りを披露
しました。

妻高校吹奏楽部　第４回定期演奏会
９月 27 日、市文化ホールで『妻高校吹奏楽部定期演奏会』
が行われました。これは同部が日頃の練習の成果を発表
する場として定期的に開催しているもの。この日は全日
本吹奏楽コンクールの課題曲『春の道を歩こう』から始
まり、吹奏楽の定番曲や J-POP、映画のテーマ曲など幅
広い選曲で計 11 曲を演奏。曲の演奏が終わるたびに、会
場に集まった観客からは大きな拍手が送られました。

第 37 回西都市高齢者スポーツ大会
10 月６日、清水台総合運動公園で『市高齢者スポーツ大
会』が行われました。これは健康増進と生きがい作りを
図り、会員相互の連帯感を深めるため、市高齢者クラブ
連合会が毎年開催しているもの。この日は市内各地区か
ら参加した約 700 人が、赤・白・青・黄の４団に分かれ
て競技に出場しました。９種目の競技が行われ、参加者
たちは交流を深めながら、さわやかな汗を流しました。

ま
ち
の
話
題

ち の話題ま ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

県立西都原考古博物館　国際交流展開会式
10 月２日、県立西都原考古博物館で『国際交流展「美と
技と祈り」』の開会式が行われました。式には同館と学術
文化交流協定を結ぶ台湾新北市立十三行博物館の館長な
ど関係者約 60 人が出席。妻高校女声合唱団の合唱や主催
者挨拶などの後、テープカットが実施されました。同展
は今月 29 日まで開催。台湾原住民の植物で作った衣類、
南九州の古代人が作った軽石製品などを展示しています。



　

妻
南
地
域
づ
く
り
協
議
会
活
動

も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
方
々
か
ら
理
解
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

行
事
に
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　

近
年
、
健
康
へ
の
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
期
待
や
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
健
康
福
祉
部

会
で
も
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」「
健

康
教
室
」
の
開
催
等
の
計
画
を
し

て
い
ま
す
。
去
る
８
月
３
日
に
は
、

総
勢
60
名
の
参
加
者
で
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
楽
し
み
ま

し
た
。
38
度
以
上
も
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
炎
天
下
、
誰
一
人
の
脱

落
者
も
無
か
っ
た
の
に
は
驚
き
。

競
技
の
後
、
市
の
健
康
管
理
課
職

員
に
よ
る
「
特
定
健
診
」
の
必
要

性
に
つ
い
て「
健
康
教
室
」を
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
昨
年
の
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
」
の
一
場
面
で
す
が
、
今

年
度
も
「
第
３
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
日
程

は
平
成
28
年
１
月
31
日
（
日
曜
）

に
、
妻
南
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
起
点

と
し
て
元
妻
線
跡
を
歩
き
、
都
萬

神
社
～
稚
児
ヶ
池
～
妻
高
横
～
国

分
寺
～
妻
南
小
の
コ
ー
ス
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
途
中
で
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
多
数
の
参
加
を
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

人人今月の今月の

た
め
の
研
修
や
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
防
災
士
の
持
つ
防
災
・
減
災

の
知
識
は
、
災
害
時
だ
け
に
必
要

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救
命

救
急
法
、
ケ
ガ
の
応
急
処
置
な
ど

は
、
事
故
が
あ
っ
た
と
き
や
家
族

が
倒
れ
た
と
き
、
す
ぐ
に
役
立
つ

知
識
で
す
。
訓
練
の
と
き
に
は
皆

さ
ん
に
『
い
ざ
と
い
う
と
き
、
孫

の
命
を
守
れ
る
の
は
そ
ば
に
い
る

自
分
だ
け
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

練
習
し
て
お
こ
う
や
』
と
話
し
て

い
ま
す
」
と
伊
達
さ
ん
。

　

今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仲
間

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指

導
に
も
力
を
入
れ
る
予
定
で
す
。

「
知
識
と
経
験
が
あ
れ
ば
、
緊
急

時
で
も
少
し
は
落
ち
着
い
て
対
処

で
き
る
は
ず
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
防
災
意
識
を
育
む
こ
と
で
、
未

来
が
も
っ
と
安
心
な
社
会
に
な
る

と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
や

り
が
い
の
あ
る
防
災
士
の
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話

す
伊
達
さ
ん
。
自
分
の
命
を
守
り
、

家
族
を
守
る
防
災
・
減
災
の
知
識

を
、
1
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え

よ
う
と
活
躍
中
で
す
。　
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ども会運営のお手伝いや、定例会の開催、ボラ
ンティア活動などを行っているジュニア・リー

ダー。『西都市ジュニア・リーダークラブ ムーミン』
には、市内中高生 15 人が加入しています。今年の夏
は、毎年恒例の野外宿泊体験活動『リーダー研修会』で、
38 人の小学生をサポートしました。参加した斉藤ひ
かるさん（高 3）は「元気いっぱいの小学生をまとめ
るのはとても大変でした。親と離れての宿泊研修で、
子どもたちが自分から率先して発言したり、行動した
りするようになったのを見て、やって良かったと思い
ました」と話します。「小学生のとき参加したリーダー
研修で先輩たちの姿を見て、自分もみんなをまとめら
れるようになりたいと思って参加しました」と話すの
は今年 9 月から加入した児玉愛実さん（中 1）。今は、
12 月 19 日のクリスマス会に向けて、みんなで準備に
取りかかっているそうです。学校や学年が違っても仲
間になれる、それがジュニア・リーダーの魅力です。

子

　ぼくのしょう来の夢は、サッカー選手と消
防士になることです。
　サッカー選手になりたいと思ったきっか
けは、妻高生の試合を見て、はく力があって、
かっこいいと思ったからです。
　ぼくは、サッカー少年団に入っています。
試合では、勝つことが少ないけど、きつく
なっても、足が痛くなってもサッカーを続け
たいと思います。そして、ぼくたちのがんば
りを見てもらい、三財の地域の方々を喜ばせ
たいと思います。
　２つ目の夢の消防士を目指している理由
は、人の命を守る仕事をしたいと思ったから
です。そして、ぼくが生まれ育ったふるさと
西都の自然や文化財を今のまま大切に残し
たいと思います。
　２つの夢をこのままかなえられるように、
努力していきたいです。

題名
  『しょう来の夢』
三財小学校　５年

　　篠
しのはら

原　柊
しゅうた

太 くん  

こまき わこ ちゃん
岩崎保育園・5 歳

作品
 「おじいちゃんとおばあちゃん」

西都市ジュニア・リーダークラブ　ムーミン

み
ん
な
の
広
場

県防災士ネットワーク西都・児湯支部 副支部長。
地域の人や子どもたちに、命を守る知識を伝えています。

　

県
内
の
防
災
士
が
任
意
で
加
盟

す
る
『
宮
崎
県
防
災
士
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』。
そ
の
西
都
・
児
湯
支

部
の
副
支
部
長
を
務
め
る
伊
達
さ

ん
は
、
地
域
で
自
主
防
災
組
織
の

設
立
に
携
わ
っ
た
り
、
防
災
訓
練

の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
を
営
む
伊
達
さ
ん
は

「
防
災
の
知
識
が
仕
事
に
生
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
周
囲

の
薦
め
も
あ
っ
て
平
成
21
年
度
に

防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

当
時
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

資
格
で
、
活
躍
の
場
も
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
で
す
ね
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
し
か
し
現
在
、
県
内
の
防

災
士
は
２

※

５
０
０
人
以
上
。
同
支

部
に
も
１
１
０
人
の
防
災
士
が
加

盟
し
て
お
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報・表紙の題字（さいと）を
募集しています。市総務課広報係まで　℡ 0983-43-1111　メール：koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

昭和 30 年 10 月 8 日生
妻：御舟町

伊達　眞一
  だ   て　     しんいち

さん

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

妻南地域づくり協議会
健康福祉部長
金丸 健一 さん

 
黒
くろぎ

木　晴
せ い や

也くん
（平成22年２月16日生）

来年は、いよいよ小学生。
　　友だち、たくさんできるといいね！

( 矢生：隆二さん・万喜さんの長男 )

※ 

平
成
27
年
４
月
末
現
在

昨年度のウオーキング大会

昨年度のウオーキング大会



■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

日
高
一
夫　
油
彩
画
展

『
45
年
回
顧
展
』

■
期
間
＝
11
月
３
日
（
火
曜
）
〜

　

８
日
（
日
曜
）

三
人
展

（
陶
器
・
和
小
物
・
ガ
ー
ゼ
服
）

■
期
間
＝
11
月
10
日
（
火
曜
）
〜

　

15
日
（
日
曜
）

　

工
房 

満
（
西
都
）、
和 

あ
ら
か

　

わ
・
ガ
ー
ゼ
服 

彩
（
高
鍋
）

古
希
記
念  

成
合 

俊
枝　
油
絵
展

■
期
間
＝
11
月
17
日
（
火
曜
）
〜

　

22
日
（
日
曜
）

ニ
ッ
ト
展

■
期
間
＝
11
月
24
日
（
火
曜
）
〜

　

29
日
（
日
曜
）

福
島 

正
吉　
絵
画
展

■
期
間
＝
12
月
１
日
（
火
曜
）
〜

　

６
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

■
日
時
＝
11
月
７
日
（
土
曜
）
10

　

時
〜
22
時
、
８
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
西
都
原
御
陵
墓
前
広
場

　

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

■
日
時
＝
11
月
7
日
（
土
曜
）
〜

　

８
日
（
日
曜
）
９
時
30
分
〜
16

　

時　

※
8
日
は
15
時
ま
で

■
会
場
＝
宮
崎
刑
務
所
敷
地
内

■
内
容
＝
刑
務
所
内
の
見
学
、
刑

　

務
作
業
製
品
の
展
示
販
売
（
約

　

５
０
０
品
目
）、
バ
ザ
ー
、
ダ

　

ン
ス
や
太
鼓
の
披
露
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
刑
務
所

　

℡
０
９
８
５-

41-

０
６
６
２

■
日
時
＝
11
月
９
日
（
月
曜
）

　
　
　
　

13
時
〜

■
会
場
＝
平
郡
神
社
（
西
都
市
大

　

字
平
郡
８
５
１
番
地
）

■
内
容
＝
神
楽
、
せ
ん
ぐ
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
平
郡
神
社
氏
子

　

総
代
会
長　

桑ク
ワ
バ
タ畑

　

℡
０
９
８
３-

44-

４
６
２
２

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ
ザ
ン
ク

ロ
ス
大
学
音
楽
学
部
の
学
生
で
結

成
さ
れ
た
『
イ
ザ
ベ
ラ
・
ア
・
カ

ペ
ラ
』
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時
＝
11
月
13
日
（
金
曜
）
開

　

場
18
時
30
分
、
開
演
19
時

■
会
場
＝
神
楽
酒
造 

西
の
都
ア

　

グ
リ
館

■
入
場
料
＝
一
般（
中
学
生
以
上
）

　

２
０
０
０
円
、
小
学
４
〜
６
年

　

生
１
０
０
０
円
、
３
歳
〜
小
学

　

３
年
生
５
０
０
円（
軽
食
付
き
）

※
３
歳
未
満
は
無
料

■
問
い
合
わ
せ
＝
光
照
保
育
園

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
３
４
０

　

く
ろ
う
の
こ
ど
も
園

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
１
５
１

■
日
時
＝
11
月
14
日
（
土
曜
）
18

　

時
30
分
〜
20
時
30
分
、15
日（
日

　

曜
）
９
時
〜
15
時
50
分

■
会
場
＝
都
於
郡
城
本
丸
跡
周
辺

■
内
容
＝

○
14
日
：
前
夜
祭
（
オ
ー
プ
ニ
ン

　

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
古
墳
太

　

鼓
、
花
火
大
会
な
ど
）

○
15
日
：
本
祭
（
高
屋
山
上
陵
祭
、

　

都
小
っ
子
祭
り
、
お
楽
し
み
抽

　

選
会
、
せ
ん
ぐ
ま
き
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

都
於
郡
城
址
ま
つ
り
実
行
委
員

　

会
（
都
於
郡
地
区
館
内
）

　

℡
０
９
８
３-

44-

６
３
７
２

■
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
曜
）

　

10
時
〜
14
時
ご
ろ

■
会
場
＝
三
宅
神
社

■
内
容
＝
せ
ん
ぐ
ま
き
、
振
る
舞

　

い
、
お
み
こ
し
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人　

長
友

　
℡
０
９
０–

５
４
８
６–

７
６
２
２

■
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
曜
）

　

13
時
ご
ろ
〜
23
時

○
会
場
＝
穂
北
神
社

■
日
時
＝
11
月
18
日
（
水
曜
）

　

13
時
ご
ろ
〜
23
時

○
会
場
＝
南
方
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３–

41–

１
５
５
７

　

参
拝
者
に
は
甘
酒
が
振
る
舞
わ

れ
、高
屋
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
19
日
（
木
曜
）

　

祭
典
：
10
時
30
分
〜
、
奉
納
行

　

事
：
11
時
30
分
〜
、
17
時
〜

■
会
場
＝
都
萬
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３–

41–

１
５
５
７

　

市
地
場
産
業
振
興
会
会
員
に
よ

る
物
産
展
。
農
林
水
産
物
や
加
工

品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
19
日
（
木
曜
）
９

　

時
30
分
〜
15
時
30
分
、20
日（
金

　

曜
）
9
時
〜
15
時

■
会
場
＝
県
庁
前
楠
並
木
通

■
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課

　

℡
０
９
８
３–

43–

３
２
２
２

　

河
瀬
直
美
監
督
、
ド
リ
ア
ン
助

川
原
作
、
日
・
仏
・
独
合
作
の
心

揺
さ
ぶ
る
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
21
日
（
土
曜
）

　

①
9
時
30
分
開
場
、
10
時
開
映

　

②
13
時
30
分
開
場
、
14
時
開
映

　

③
17
時
30
分
開
場
、
18
時
開
映

■
会
場
＝
市
文
化
ホ
ー
ル

■
前
売
券
＝
大
人
１
０
０
０
円
、

　

学
生
８
０
０
円

　

※
当
日
券
は
２
０
０
円
増
し

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
パ
オ
イ
ン

　

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
働
く
婦
人

　

の
家
、
夢
た
ま
ご

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
文
化
ホ
ー
ル

　

℡
０
９
８
３–

32–

６
３
０
０

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
保

存
会
と
都
於
郡
小
学
校
山
田
分
校

生
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
22
日
（
日
曜
）

■
会
場
＝
中
山
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３–

41–

１
５
５
７

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
山

岳
信
仰
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
神
楽
で
す
。

■
日
時
＝
11
月
28
日
（
土
曜
）
19

　

時
ご
ろ
〜
、
29
日
（
日
曜
）
12

　

時
ご
ろ
〜

■
会
場
＝
尾
八
重
小
学
校
跡
運
動

　

場
（
舞
殿
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３–

41–

１
５
５
７

　

航
空
写
真
業
界
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
赤
塚
聡
さ
ん
。
航
空
機
撮

影
の
プ
ロ
が
撮
影
の
裏
話
な
ど
、

こ
こ
で
し
か
聞
け
な
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
お
話
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
５
日
（
土
曜
）
18

時
開
場
、
18
時
30
分
開
会

■
会
場
＝
市
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料
＝
無
料

■
申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
連

　

絡
先
、
人
数
を
明
記
の
上
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

　

takum
iattaka.jp

）
か
ら
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

　
（
４
０
０
人
）
に
な
り
次
第
、

　

締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
＝

　

西
匠
の
館 
あ
っ
た
カ
フ
ェ

　

℡
０
９
８
３–
35–
４
０
２
９

■
日
時
＝
12
月
６
日
（
日
曜
）

　
　
　
　

８
時
15
分
〜
15
時

■
場
所
＝
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基

　

地
お
よ
び
同
周
辺
空
域

■
主
要
イ
ベ
ン
ト
＝

○
基
地
所
属
航
空
機
（
戦
闘
機
な

　

ど
）
に
よ
る
飛
行
展
示

○
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
曲

　

技
飛
行

○
陸
海
空
自
衛
隊
機
、
装
備
品
な

　

ど
の
地
上
展
示　

ほ
か

■
入
場
料
＝
無
料

■
駐
車
場
＝
基
地
内
に
一
般
駐
車

　

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
臨
時
駐
車

　

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
周
辺

　

道
路
へ
の
路
上
駐
車
は
お
止
め

　

く
だ
さ
い
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

　

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
、
基
地
周
辺
の
道

　

路
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
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＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント

お知らせ

EV
EN
T 
＆
 N
EW
S

2015  November

＆

●
● 

イ
ベ
ン
ト 

●
●

IN
FO
RM
A
TIO
N

ンフォメーションイ
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
〜
11
月
の
催
し
〜

イ
ザ
ベ
ラ
・

　
　
　
ア
・
カ
ペ
ラ
音
楽
会 

西
都
古
墳
ま
つ
り

中
山
棒
踊
り

三
宅
神
社
大
祭

尾
八
重
神
楽

第
32
回 

宮
崎
矯
正
展

平
郡
神
社 

例
大
祭

都
於
郡
城
址
ま
つ
り

新
田
原
エ
ア
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
５

都
萬
神
社 

秋
季
大
祭

県
庁
前
楠
並
木

　
　
　
　
「
さ
い
と
青
空
市
」

映
画
『
あ
ん
』
上
映
会

航
空
写
真
家　
赤
塚 

聡

　
　
　
写
真
夜
話
会

穂
北
神
楽



　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
11
月
17
日
（
火
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
11
月
17
日
（
火
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
11
月
22
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

■
期
日
＝
11
月
20
日
（
金
曜
）

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な
畜
産

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
12
月
１
日
（
火
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
20
年
11
月
２
日

　

〜
12
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
15
年
12
月

　

１
日
〜
12
月
31
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

○
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

○
介
護
保
険
料
（
５
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

　
（
５
期
）

■
納
付
期
限
＝
11
月
30
日（
月
曜
）

※
口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
払
い
も

　

利
用
で
き
ま
す
。

※
納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

　

す
。
係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
通

　

行
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
http://w

w
w

.m
od.go.jp/

　

asdf/nyutabaru/

を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
航
空
自
衛
隊
新

　

田
原
基
地
第
５
航
空
団
司
令
部

　

監
理
部
広
報
班

　

℡
０
９
８
３-

35-
１
１
２
１

　

西
都
原
で
の
菜
の
花
の
植
え
付

け
を
行
い
ま
す
。
手
作
業
で
行
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
参
加
者
に
は
球
根
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
12
日
（
土
曜
）
９

　

時
〜
11
時

※
雨
天
時
は
12
月
13
日
（
日
曜
）

■
集
合
場
所
＝
西
都
原
イ
ベ
ン
ト

　

広
場

■
準
備
す
る
物
＝
汚
れ
て
も
よ
い

　

服
装
、
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、

　

飲
み
物
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３–

41–

１
５
５
７

　

商
工
観
光
課

　

℡
０
９
８
３–

43–

３
２
２
２

　

平
成
28
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月

中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お

送
り
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
段
階

で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁

判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁

判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
＝

　

http://w
w

w
.saibanin.

　

courts.go.jo/

■
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
＝

　

http://w
w

w
.courts.go.jp/

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
地
方
裁
判

　

所
総
務
課　

　

℡
０
９
８
５–

23–

２
２
６
３

消
費
生
活
無
料
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
11
月
10
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
次
回
は
12
月
１
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談

■
日
時
＝
11
月
10
日
（
火
曜
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
次
回
は
翌
年
２
月
９
日（
火
曜
）

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

　

る
健
康
相
談
、
血
圧
・
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

行
政
相
談

■
日
時
＝
11
月
12
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

※
次
回
は
12
月
10
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課
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＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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●
● 

く 

ら 

し 

●
●

ＮＦＯMＡＴＩＯＮＩ

相
談

そ
の
他

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

火3

西都児玉眼科 眼科 43-3456

6
日 富田医院 内科 43-0178

15 日

鶴田病院 外科・内科 42-3711

23

こうの整形外科

小児科 42-1500

29

いわみ小児科医院

内科 44-5100

日

8

上野医院

整形外科 43-2200

日22

大塚病院 外科 43-001612

月

日
上山医院 整形外科 43-1129

日111

今
月
の
納
期

●
● 

募　
集 

●
●

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

菜
の
花
の
植
え
付
け

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



　

広
報
さ
い
と
9
月
号
『
今
月
の

人
』
で
紹
介
し
た
春
成
陽
布
子
さ

ん
率
い
る
『
西
都
Ｐぽ

っ

ぷ

ん

Ｏ
Ｐ-
Ｍ
☆

エ
イ
サ
ー
』
の
皆
さ
ん
が
、
沖
縄

で
の
大
会
出
場
を
終
え
て
、
市
長

へ
報
告
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
鮮
や

か
な
エ
イ
サ
ー
衣
装
を
身
に
着
け

た
子
ど
も
た
ち
は
キ
リ
ッ
と
し
た

表
情
で
、
と
て
も
り
り
し
か
っ
た

で
す
。
い
つ
か
、
ニ
ニ
ギ
く
ん
・

コ
ノ
ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
曲
『
サ
ク
ヤ

コ
ノ
ハ
ナ
』
も
エ
イ
サ
ー
で
踊
っ

て
く
れ
る
そ
う
。
あ
の
高
速
ダ
ン

ス
チ
ュ
ー
ン
が
エ
イ
サ
ー
で
ど
う

表
現
さ
れ
る
の
か
…
楽
し
み
に

待
っ
て
ま
す
！
（
た
）
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平
成
27
年
10
月
2
日
、
延
長
11

回
4
時
間
に
も
及
ぶ
阪
神
と
の
熱

戦
の
末
、
我
ら
が
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
が
14
年
ぶ
り
の
セ
・
リ
ー

グ
優
勝
を
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
最
下
位
か
ら
の
快
挙
で
あ

り
、
真
中
満
監
督
就
任
１
年
目
で

の
栄
冠
で
し
た
。

　

私
も
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
等

協
力
部
会
の
皆
さ
ん
と
テ
レ
ビ
で

観
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
雄
平
選

手
の
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ
ト
で
優
勝
が

決
ま
っ
た
瞬
間
、
歓
喜
は
最
高
潮

に
達
し
ま
し
た
。

　

真
中
監
督
と
い
え
ば
、
本
市
で

２
軍
監
督
と
し
て
３
年
間
キ
ャ
ン

プ
で
指
揮
を
執
り
、
選
手
時
代
を

含
め
る
と
本
当
に
長
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
本
市
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん

馴
染
み
の
深
い
方
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
１
月
に
は
都
萬
神

社
に
て
ヤ
ク
ル
ト
球
団
の
専
務
や

２
軍
監
督
、
協
力
部
会
、
市
職
員

で
キ
ャ
ン
プ
の
安
全
と
必
勝
祈
願

を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
関
係
も
あ
っ
て
、

協
力
部
会
や
市
民
に
と
っ
て
ヤ
ク

ル
ト
の
リ
ー
グ
優
勝
は
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
本
執
筆
時

点
（
10
月
21
日
）
で
は
、
ま
だ
日

本
シ
リ
ー
ズ
の
結
果
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ

リ
ー
ズ
で
巨
人
を
破
っ
た
勢
い
で

日
本
シ
リ
ー
ズ
で
も
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
を
圧
倒
し
、
日
本
一
に
な
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
話
題
と
し
て
、

宮
崎
平
野
で
は
初
め
て
と
な
る

46
℃
の
良
質
な
温
泉
が
本
市
で
掘

り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
将
来
、
そ

の
温
泉
を
活
用
し
た
素
晴
ら
し
い

ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
ヤ
ク

ル
ト
１
軍
の
キ
ャ
ン
プ
も
夢
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
み
ん
な
で
ヤ
ク
ル
ト
の
優

勝
を
お
祝
い
し
、
こ
れ
か
ら
の
躍

進
を
願
い
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
、

毎
年
２
月
に
は
ヤ
ク
ル
ト
２
軍
の

春
季
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
西
都
原
野
球
場
に
足
を
運
ん

で
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
引
き
続
き
応
援
の
方
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

COOKING
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橋
田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

BOOKS

地 域 お こ し 協 力 隊 を
知っていますか？人口
減少や高齢化の進行が
著しい自治体が都市住
民を受け入れ、全国で
1500 人以上の方が活動
しています。
隊員の成長や、地域住
民の変化、実践者のリ
アルな現場報告です。
宮崎県は小林市の活動
が掲載されています。

『地域おこし協力隊』
　 　椎川　忍／編著　　　  学芸出版社

オススメの本

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
　

14
年
ぶ
り
リ
ー
グ
優
勝
！

警察官・救助隊・救急隊・
ドクターヘリで駆けつ
ける医師など、さまざま
な事故現場で働く人た
ちをたくさんの現場写
真を交えて紹介。どん
な現場で、どんな人た
ちがどのように働いて
いるか分かりやすく解
説しています。働く人
たちの制服図鑑も掲載。

『現場で働く人たち　①事故現場』
こどもくらぶ／編著　あすなろ書房

〜市立図書館の新刊より〜人の動き ( 平成 27 年 10 月１日現在 )
■人　口　30,547 ( −    9)　■男　   14,360 ( − 10)
■世帯数　12,149 ( +    3)   ■女　　16,187 ( +   1)
■転入  55  　■転出   54    ■出生  18  ■死亡   28
■高齢化率 (65 歳以上 )　33.03％

9月号プレゼント「ブルーベリー摘み取り園 古代の風」の
『はちみつ』の当選者です。おめでとうございます。

　　村　井　常　久　さま　（ 都於郡 ）
　　山　下　幸　代　さま　（ 小野崎 ）

　　　　　田　上　松　子　さま　（ 三　宅 ）　　　

PRESENT調殿木工房さんの
　  　『パッチワーク用の額』
調殿木工房さん出品の

『パッチワーク用の額』
を３人の方にプレゼン
トします。※写真は一
例です。現物と異なる
場合があります。

プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は11月30日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市総務課「プレゼントもらっちゃおう11月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

（提供：西都市観光協会）

西都 POP-M ☆エイサーの皆さん

特産カラーピーマンで
おいしく色鮮やかに

　おからをたっぷり使ったヘルシー
サラダ。小さな子どもから若い女性、
高齢者の方まで幅広い人気のレシピ
です。味の決め手はマヨネーズとラッ
キョウ酢、おからの絶妙なコンビネー
ション。お酒のおつまみにもなりま
すよ。ぜひお試しください。

カラーピーマンの
おからサラダ
●作り方
①おからは電子レンジで加熱するか、フライパンでから炒りし
　てサラサラに乾燥させる。
②キュウリは千切りにし、タマネギ、カラーピーマンもスライ
　スする。
③②に塩を少々振り混ぜ、しんなりしたら絞っておく。
④ボウルにマヨネーズ、ラッキョウ酢、砂糖を入れてよく混ぜ、
　①をあえておく。
⑤③と④をよく混ぜ合わせたら出来上がり。

ｒｅｃｉｐｅ
●材料 　（4 人分）
　おから　　　･･････200g
　キュウリ　　･･････ １と 1/2 本
　タマネギ　　･･････1/2 個
　カラーピーマン（赤）･･･1/2 個
　カラーピーマン（黄）･･･1/2 個
　塩　　　　　･･････ 少々
　マヨネーズ　　 ･･････ 大さじ３
　ラッキョウ酢　 ･･････ 大さじ３
　砂糖　　　　　 ･･････ 大さじ１

ヤクルト優勝の瞬間を皆で喜びました

ヘルスメイト
　　　おすすめレシピ



滝一郎の
ちょっとちょっと

第 39回
ヘクソカズラ

曜
日
の
朝
、
裏
山
で
茶
摘
み

を
し
た
。
手
入
れ
不
足
の
山

茶
に
は
カ
ズ
ラ
が
い
っ
ぱ
い
巻
き

付
い
て
い
て
、
一
年
坊
主
は
苦

労
し
た
。「
エ
レ
コ
ッ
チ
ャ
」
と

言
い
な
が
ら
カ
ズ
ラ
を
引
っ
張
っ

て
い
る
と
祖
母
が
来
て
「
ア
ラ
ア

ラ
！
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
が
あ
っ
た

ね
」
と
言
い
な
が
ら
簡
単
に
外
し

て
く
れ
た
。

　
摘
み
取
っ
た
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ

は
丈
夫
で
な
か
な
か
切
れ
な
い

が
、
カ
ズ
ラ
を
引
っ
張
る
と
き
葉

か
ら
嫌
な
臭
い
が
し
た
。
こ
れ
が

屁へ
く
そ
か
ず
ら

糞
葛
の
名
前
の
由
来
で
あ
る
。

　
調
べ
て
み
た
ら
、
千
葉
・
和
歌

山
・
高
知
・
長
崎
・
熊
本
・
鹿
児

島
・
宮
崎
に
方
言
が
あ
り
、
岡
山

の
テ
レ
ク
サ
、
千
葉
の
ヘ
ッ
ツ
リ

グ
サ
、
新
宮
の
ヘ
ヒ
リ
バ
ナ
も
同

じ
意
味
の
方
言
で
あ
る
。

　
素
朴
な
祖
母
の
お
る
い
さ
ん
か

ら
、
賑
や
か
な
盆
踊
り
や
田
植
歌

を
聞
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
人

を
気
に
せ
ず
に
歌
う
、
裏
山
で
の

茶
摘
み
唄
は
よ
く
聞
い
た
も
の
で

あ
る
。

　
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
　

　
野
に
も
山
に
も
若
葉
が
茂
る

　
あ
れ
に
見
え
る
は

　
茶
摘
み
じ
ゃ
な
い
か

　
あ
か
ね
だ
す
き
に

　
す
げ
の
か
さ

　
秋
が
来
て
、
運
動
会
の
練
習
に

疲
れ
、
汗
を
か
き
な
が
ら
家
に

帰
っ
た
。
そ
の
途
中
に
天
神
様
の

木
陰
で
汗
を
拭
い
た
。
そ
の
周
り

に
樫
の
木
の
森
が
あ
り
、
ヘ
ク
ソ

カ
ズ
ラ
の
花
が
咲
い
て
い
た
。
そ

の
か
わ
い
い
花
か
ら
い
い
匂
い
が

し
た
。

　
春
は
あ
ん
な
に
嫌
な
臭
い
が
し

て
い
た
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
に
、
秋
に

な
っ
た
ら
か
わ
い
い
花
が
咲
い

た
。
花
び
ら
は
真
っ
白
、
中
は
紅

紫
色
で
、
薄
紅
を
付
け
た
娘
の
よ

う
に
な
っ
た
。
鹿
児
島
や
小
林
方

面
で
は
こ
れ
を
早
乙
女
花
と
呼
ん

で
い
る
。

　
　（
文
・
写
真
／
滝
　
一
郎
）
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